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私
の
ふ
る
さ
と
へ 

シ
リ
ー
ズ 

拝
啓　

小
国
郷
様

　

寒
さ
厳
し
い
候
、
如
何
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
先
日
、
中
学
生

来
の
友
人
よ
り
電
話
を
頂
戴
致
し

ま
し
て
、
貴
方
様
の
事
に
改
め
て

思
い
を
馳
せ
て
居
り
ま
す
。

　

覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

冬
に
は
沢
山
の
雪
が
積
も
り
、
道

路
も
未
だ
充
分
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
町
内
を
車
が
走
る
こ
と
は
稀
で
、

鉄
道
も
時
々
運
休
と
な
り
自
衛
隊

の
ヘ
リ
が
物
資
を
輸
送
し
、
陸
の

孤
島
と
呼
ば
れ
る
事
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
私
が
小
学
生
の
と
き

の
新
潟
大
地
震
。
校
庭
に
避
難
し

　

川

崎 

悟
さ
ん

（
名
古
屋
市
在
住　

町
原
出
身
）

�����������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������

11/26

他
人
の
子
を
叱
る
の
も

　
　
　

大
人
の
思
い
や
り

　
　
　
　

平
成　

年
度
文
化
講
演
会

１８

　平成１８年度小国町文化講演会が、１１月
２６日、俳優の八名信夫さんを迎えて、お
ぐに開発総合センターで開催されました。
　八名さんは、怪我のためプロ野球選手
から俳優に転身、悪役俳優として映画や
ドラマで活躍される一方、現在ではまち
おこしやボランティア、子ども達への
メッセージをテーマに講演活動も行って
います。講演の中で八名さんは、自らの
体験をとおして「他人の子どもでも知ら
ないふりをせず、叱ることによって守っ
てあげてください。」と語り、約１２０人の
参加者に感動を与えていました。

　第３９回西置賜地区スポーツ振興懇談会が、
本町のスポーツ講演会及びスポーツ少年団指
導者研修会を兼ねて、１２月２日、おぐに開発
総合センターで開催されました。
　この懇談会は、町体育協会などが主催した
もので、体育関係者を中心に約１２０人が参加し、
高校バスケットボールの王者、秋田県立能代
工業高校バスケ部元監督、加藤廣志氏の講演
を聴講しました。
　加藤氏は、まだ無名だったバスケ部の監督
に就任して以来、持ち前の努力と行動力、そ
して愛情をもって選手と接し指導してきた体
験を語り、聴講者の中には感動の涙を流すか
たもいました。

12/2

愛情と熱意を持った指導を！
西置賜地区スポーツ振興懇談会
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酒
田
市
が
火
事
に
な
っ
て
い
る
と

聞
い
た
こ
と
。
中
学
生
の
と
き
の

羽
越
水
害
。
横
川
が
氾
濫
し
校
舎

に
避
難
し
た
人
々
の
事
や
、
大
橋

に
屋
根
が
三
角
形
の
ま
ま
乗
っ
て

い
た
こ
と
を
。
月
日
の
経
つ
の
は

早
い
も
の
で
あ
れ
か
ら
四
十
年
余

り
。
貴
方
様
も
世
間
の
風
と
共
に

変
化
な
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
。
テ

レ
ビ
で
貴
方
様
や
周
辺
の
事
が
放

映
さ
れ
ま
す
と
つ
い
懐
か
し
く
見

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
夕
張
市

の
事
や
高
畠
町
の
女
子
学
生
の
自

殺
の
事
な
ど
を
見
る
時
、
貴
方
様

の
町
や
学
校
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う

か
と
心
配
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
の
様
に
、
貴
方
様
の
下
を
離

れ
て
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
も
の
は
、

つ
い
、
美
し
い
風
景
や
子
ど
も
の

頃
の
懐
か
し
い
こ
と
を
思
い
出
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
昨
今
の
様
子

を
風
の
便
り
に
伺
い
ま
す
に
、

色
々
と
ご
苦
労
も
お
在
り
の
ご
様

子
。
地
域
の
活
性
化
や
町
お
こ
し

な
ど
の
報
道
を
見
る
度
に
「
小
国

ら
し
さ
」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
と

考
え
て
し
ま
い
ま
す
。ど
う
ぞ「
小

国
ら
し
さ
」
を
保
ち
な
が
ら
益
々

ご
発
展
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

敬
具  

　飲酒運転根絶の輪を広げようと、
小国地区交通安全協会（小山和夫会
長）が、ハンドルキーパーワッペン
を作成し、１２月１９日、役場庁議室に
おいて贈呈式が行われました。
　グループで飲酒をする場合、ワッ
ペンを付けたかたには飲酒をさせず、
必ず１名は運転手役を確保するとい
うものです。
　今回作成された３００個のワッペン
は、安全運転管理者協議会のほか、
飲食業組合、交通安全母の会などに
配布され、町民の交通安全意識を一
層向上させる運動に活用されます。

飲酒運転をなくそう
ハンドルキーパーワッペン贈呈式

12/19

　陸上自衛隊第６音楽隊による
演奏会が、１２月２１日、玉川小学
校体育館で開催されました。
　子ども達に生きる勇気を与え
る音楽をこの学び舎で聞き、大
切な思い出にしてほしいと玉川
小学校ＰＴＡ研修部（佐藤靖彦
部長）が主催したものです。こ
の日は、音楽隊の隊員３３名が来
校し、演奏にあわせて子ども達
が校歌を歌う場面から始まりま
した。
　会場には保護者のほか町内か
ら約１５０名が訪れ、迫力のある生
の演奏に聞き入っていました。

12/21 生きる勇気を与える音楽
自衛隊第６音楽隊演奏会
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小
中
高
一
貫
教
育
実
践
研
究

開
発
学
校
の
指
定

　

本
町
の
研
究
は
、
平
成
十
年
十

月
に
山
形
県
教
育
委
員
会
よ
り
、

小
国
中
学
校
と
小
国
高
等
学
校
が

「
中
高
一
貫
教
育
実
践
研
究
協
力

校
」
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
十

三
年
に
は
小
学
校
を
含
め
た
全
十

五
校
が
、
文
部
科
学
省
よ
り
「
小

中
高
一
貫
教
育
実
践
研
究
開
発
学

校
」
と
し
て
三
年
間
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
十
六
年

度
か
ら
は
三
年
間
の
継
続
指
定
を

受
け
、
小
中
高
が
連
携
し
た
一
貫

教
育
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

研
究
の
成
果

　

町
内
全
て
の
小
中
学
校
と
小
国

高
等
学
校
が
お
互
い
に
か
か
わ
り

合
い
、
結
び
つ
き
を
深
め
な
が
ら

進
め
る
こ
の
研
究
は
、
学
校
の
数

が
多
く
学
校
同
士
が
遠
距
離
に
あ

る
こ
と
、
小
中
高
そ
れ
ぞ
れ
取
り

組
み
に
違
い
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

数
多
く
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
各
校
が
共
通
し
て
取

り
組
め
る
も
の
と
し
て
、
小
中
学

校
に
特
設
教
科
「
国
際
・
情
報
」

を
、
高
校
に
は
「
英
会
話
」「
パ
ソ

コ
ン
」
の
学
校
設
定
科
目
を
開
設

し
、
国
際
理
解
教
育
や
情
報
教
育

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
白
い
森
学
習
や
進

路
学
習
な
ど
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
教
育
活
動
を
推
進
し
な
が

ら
「
地
域
に
お
い
て
し
っ
か
り
し

た
自
分
た
ち
の
立
つ
べ
き
足
場
を

持
ち
、
国
際
社
会
で
主
体
的
に
生

き
て
い
く
人
間
」
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
 
交
流
授
業

（１）
　

児
童
生
徒
の
学
習
に
対
す
る
意

欲
を
高
め
、
基
礎
・
基
本
の
確
実

な
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
交
流
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
理
的
な
面
か
ら
容
易
に
集
ま

れ
な
い
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
し

た
が
、
小
規
模
校
の
児
童
に
と
っ

て
、
集
団
で
の
学
習
活
動
や
他
校

と
の
か
か
わ
り
合
い
を
経
験
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
考
え
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効

果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

文部科学省の指定を受けて取り組んできた小中高一貫教育の実践研究は、今年度そ　文部科学省の指定を受けて取り組んできた小中高一貫教育の実践研究は、今年度そのの
最終年度を迎えました。そこで今月は、２つの目標を掲げながら取り組んできた、こ最終年度を迎えました。そこで今月は、２つの目標を掲げながら取り組んできた、これれ
までの研究の成果と今後の課題について、児童・生徒、関係者の声を含めて紹介しますまでの研究の成果と今後の課題について、児童・生徒、関係者の声を含めて紹介します。。

研究の目研究の目標標
��郷土の歴史、文化に学び、自然環境との共生を図りながら、町づくりに貢献でき郷土の歴史、文化に学び、自然環境との共生を図りながら、町づくりに貢献できるる
「心豊かで創造性に富む人材」を育成する「心豊かで創造性に富む人材」を育成する。。

��国際理解教育、情報教育を通して、社会の変化に柔軟に対応できる児童生徒を育て国際理解教育、情報教育を通して、社会の変化に柔軟に対応できる児童生徒を育てるる

特特 集集
～実践の成果を検証～実践の成果を検証～～

小中高一貫教小中高一貫教育育
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昨
年
七
月
十
四
日
、
小
国
小
学

校
四
年
二
組
の
児
童
が
、
小
国
高

校
の
生
徒
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
授

業
を
教
わ
っ
た
時
の
日
記
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

後
藤　

賢
く
ん
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和
田
佳
奈
さ
ん
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特
設
教
科
「
国
際
・
情
報
」

（２）
　

全
国
で
初
め
て
、特
設
教
科「
国

際
・
情
報
」
を
教
育
課
程
に
位
置

づ
け
、
小
中
高
の
英
語
教
育
や
情

報
教
育
の
系
統
的
な
指
導
を
継
続

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら

を
実
践
す
る
場
を
設
け
た
こ
と
に

よ
り
、
英
語
を
積
極
的
に
話
し
た

り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
意
欲
的
に
活

用
し
た
り
す
る
児
童
生
徒
が
着
実

に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
習
の
成
果
を
生

か
し
、
今
年
度
、
英
語
弁
論
大
会

ス
ピ
ー
チ
の
部
に
出
場
し
た
、
叶

水
中
学
校
二
年
の
武
真
祈
子
さ
ん

に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
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小学生 中学生 高校生 
0

20

40

60

100

80

29

69

19 17

65
45

英語を進んで話すようになった 

■
■

■14年度 
■17年度 

■
■

小国高生と小国小生のパソコンを使った交流授業

小国小４年　和田佳奈さん（中央）
後藤　賢くん（左）　　坂上理賀さん（右）

叶水中２年　武真祈子さん

0

20

40

60

80

100
（％） 

小学生 中学生 高校生 

45

88

21 15

69
47

交流授業で勉強への興味関心が高まった 

■14年度 
■17年度 

■
■

■
■
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「
国
際
・
情
報
」
の
教
科
で
は
、

異
な
る
文
化
を
持
つ
人
々
と
共
に

生
き
る
態
度
や
、
積
極
的
に
自
己

を
表
現
し
よ
う
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
外
国
人
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）
を
活
用
し
た
英
会
話
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
教
員
の
指
導
力
の
強
化
を

図
る
た
め
、
小
学
校
全
教
員
を
対

象
に
英
会
話
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

小
国
小
学
校
で
「
国
際
・
情
報
」

教
育
を
中
心
に
な
っ
て
指
導
し
て

い
る
大
場
隆
先
生
と
、
二
学
年
担

任
の
浅
井
理
智
子
先
生
に
児
童
の

様
子
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

大
場�
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こ
う
し
た
、
小
学
校
か
ら
の
継

続
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
学
習

意
欲
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
、
小
学

生
が
児
童
英
検
を
受
験
す
る
よ
う

に
な
っ
た
ほ
か
、
ワ
ー
プ
ロ
検
定

や
英
語
検
定
に
挑
戦
す
る
中
高
生

が
大
幅
に
増
え
る
な
ど
、
資
格
取

得
に
挑
戦
す
る
意
欲
も
表
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
に
は
、
小
国
高

校
で
初
め
て
ワ
ー
プ
ロ
検
定
一
級

合
格
者
が
出
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
一
年
生
で
一
級
合
格
者
が
出
る

な
ど
、
そ
の
成
果
が
着
実
に
結
果

と
し
て
表
れ
て
い
ま
す
。
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英語での生活を体験するイングリッシュアドベンチャー

浅井理智子先生（左）　　　　大場  隆先生（右）

ゲームを取り入れながら英語を学ぶ
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�
�
�
�
�
�
�
	
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　
 
白
い
森
学
習

（３）
　

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
や
小
国

町
に
つ
い
て
学
習
す
る
「
白
い
森

学
習
」
は
、
ま
と
め
る
力
や
表
現

力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ほ

か
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
上
達
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
べ
学

習
を
と
お
し
て
地
域
の
か
た
が
た

に
話
を
聞
く
機
会
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

北
部
中
学
校
三
年
の
佐
藤
沙
織

さ
ん
に
、
白
い
森
学
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
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生
徒
活
動

（４）
　

主
体
的
に
町
づ
く
り
に
貢
献
し

よ
う
と
す
る
児
童
・
生
徒
の
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
中
高

の
各
学
校
が
連
携
し
て
児
童
会
・

生
徒
会
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
町
内
一
斉
清
掃
や

地
区
対
抗
の
体
育
行
事
な
ど
へ
の

参
加
、
地
域
に
協
力
を
得
な
が
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
あ
い
さ

つ
運
動
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

地
域
の
か
た
と
の
交
流
が
深
ま
り
、

自
ら
す
す
ん
で
地
域
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
児
童
・
生
徒
が
育
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
ワ
ー
プ
ロ
検
定
一
級
に

合
格
し
た
鈴
木
大
介
さ
ん
に
お
話

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
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�
�
�
� 小国高１年　鈴木大介さん

北部中３年　佐藤沙織さん

白い森学習の成果を発表

地域行事に参加する子どもたち
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小
中
高
合
同
の
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
に
お
い
て
、
地
域
行
事
へ
の
参

加
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
る
、
小

国
中
学
校
生
徒
会
長
の
佐
藤
隼
さ

ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
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進
路
学
習

（５）
　

小
学
校
で
は
「
生
き
方
学
習
」

と
し
て
、
自
分
や
他
人
の
よ
さ
に

気
づ
き
、
自
分
の
役
割
を
自
覚
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
主
的
な
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に

中
学
校
、
高
校
で
は
働
く
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
、
将
来
へ
の
準
備

の
た
め
、
職
場
体
験
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
高
一
貫
教
育
進
路
学
習
協

力
会
の
委
員
と
し
て
、
受
け
入
れ

事
業
所
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
小
国
町
商
工
会
の
宮
崎
宏

夫
事
務
局
長
に
お
話
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。
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�

連
携
型
入
学
者
選
抜

　

小
中
高
一
貫
教
育
の
大
き
な
特

徴
の
一
つ
と
し
て
、
連
携
型
入
学

者
選
抜
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
連
携

型
入
学
者
選
抜
で
は
、
小
中
学
校

で
学
習
し
て
き
た「
白
い
森
学
習
」

の
成
果
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
や

「
国
際
・
情
報
学
習
」
に
つ
い
て

ま
と
め
た
作
文
な
ど
を
提
出
す
る

ほ
か
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
入
学
者
選
抜
か

小国中３年　佐藤  隼さん

農家の仕事を体験する中学生

宮崎宏夫さん

さいわい荘では入所者とふれあいながら職場体験
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ら
は
、
英
語
に
よ
る
面
接
を
導
入

し
た
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
の
英
語

に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
関
心
・
意
欲
が
一
層
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

入
学
内
定
後
も
「
内
定
者
対
象

課
題
」
に
取
り
組
み
、
そ
の
後

「
内
定
者
対
象
基
礎
学
力
テ
ス

ト
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
一
般
の

学
力
試
験
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、

生
徒
の
学
力
が
低
下
し
な
い
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
護
者
か
ら
み
た
一
貫
教
育

　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
小
中
高

一
貫
教
育
は
、
地
域
、
保
護
者
の

理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
み
た
小

中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
小
国

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
小
関
和
好
さ

ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
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今
後
の
課
題
と
方
向
性

　

文
部
科
学
省
か
ら
支
援
を
受
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
開
発
は

今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

教
員
数
の
確
保
や
費
用
な
ど
の
面

に
お
い
て
も
負
担
は
大
き
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も
山
形
県

教
育
委
員
会
か
ら
の
中
高
一
貫
教

育
の
継
続
指
定
と
と
も
に
、
実
践

可
能
な
方
法
を
検
討
し
な
が
ら
、

町
独
自
の
研
究
開
発
と
そ
の
実
践

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
国
際
・
情
報

教
育
、
交
流
授
業
、
白
い
森
学
習
・

地
域
文
化
学
、
生
徒
活
動
、
進
路

学
習
な
ど
、
こ
れ
ま
で
実
践
し
て

き
た
六
年
間
の
成
果
を
活
か
し
て
、

「
心
豊
か
で
創
造
性
に
富
む
人

材
」「
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
児
童
・
生
徒
」
の
育
成
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
や
地
域
社
会
、
そ

し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
な
が
ら
、
新

し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の

あ
り
か
た
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

100
（％） 

0

20

40

60

80

高校生の保護者 中学生の保護者 小学生の保護者 

70
88

66 57

87 87

白い森学習は子どものためになる 
（保護者回答） 

■
■

■
■

■14年度 
■17年度 

小関和好さん

新しい時代にふさわしい教育のありかたの構築をめざす
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１２月定例会を開会

投投票票区区がが一一部部変変更更ににななりりまますす。。

三
十
五
市
町
村
が
、
平
成
十
九
年

四
月
の
本
稼
働
に
向
け
て
共
同
構

築
し
て
い
る
「
山
形
県
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
に
あ
た

り
、
条
例
等
の
規
定
に
基
づ
く
申

請
、
届
出
等
の
手
続
に
関
し
、
書

面
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
条
例
の
設
定
を
行
い

ま
し
た
。

小
国
町
都
市
計
画 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

　

都
市
計
画
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、

市
街
地
に
お
け
る
都
市
づ
く
り
の

将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
方
向
性
を
示
し
た
、
小

国
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
策
定
し
ま
し
た
。

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療 

広
域
連
合
の
設
立

　

平
成
二
十
年
四
月
よ
り
、
七
十

五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
を
対
象

に
、
独
立
し
た
医
療
制
度
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
事
務

を
処
理
す
る
た
め
、
県
内
三
十
五

市
町
村
で
構
成
す
る
「
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」
の
設
立
に
向

け
て
規
約
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
一
日
か
ら
十
五
日
ま

で
の
日
程
で
十
二
月
定
例
会
が
行

わ
れ
、
審
議
さ
れ
た
議
案
は
全
て

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
に 

一
億
千
六
百
六
十
万
円

　

今
回
の
補
正
は
、
民
生
費
に
お

い
て
、
医
療
費
の
増
加
や
保
育
所

の
途
中
入
所
児
童
の
増
加
等
に
伴

い
、
福
祉
医
療
給
付
費
及
び
保
育

関
係
経
費
等
の
予
算
に
不
足
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

除
雪
事
業
に
お
い
て
、
昨
年
の
豪

雪
に
よ
り
春
期
の
融
雪
除
雪
経
費

が
係
り
増
し
し
た
こ
と
や
、
近
年

の
除
雪
実
績
等
を
勘
案
し
、
必
要

額
を
確
保
し
た
ほ
か
、
人
件
費
及

び
燃
料
費
等
に
つ
い
て
、
過
不
足

額
の
組
み
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
補
正
額
は
一
億
千

六
百
六
十
万
円
の
追
加
と
な
り
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
五
十
七

億
八
千
二
百
十
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
導
入
準
備

　

山
形
県
及
び
本
町
を
含
む
県
内

　投票所の円滑な運営と選挙執行経費の削減を図るため、投票区の見直しを行い、選挙管
理委員会において下記のとおり決定されました。新しい投票区での選挙は、平成１９年４月
に執行予定の山形県議会議員選挙からとなります。ご理解とご協力をお願いいたします。

新投票区の区域旧投票区の区域
投票所区　域投票区投票所区　域投票区

沖庭小学校

大字小渡、新屋敷、若山、
増岡の一部、貝少、針生、
古田、舟渡、網代瀬、
金目

９
沖庭小学校

大字小渡、新屋敷、若山、
増岡の一部、貝少、針生、
古田、舟渡、網代瀬

９

金目そばの館大字金目１０

玉川高齢者コミュニ
ティセンター

大字玉川、片貝、足野水、
玉川中里、中田山崎、
小玉川の一部

１４

玉川高齢者コミュニ
ティセンター大字玉川、片貝１５

足野水きのこ園管理所大字足野水１６

中田山崎部落公民館
大字玉川中里、中田山
崎、小玉川の一部、片
貝の一部

１９

叶水保育園
大字市野々、叶水、新股、
大石沢、河原角、西滝、
東滝

１７
叶水保育園大字市野々、叶水、新股、

大石沢２０

河原角わらび園管理所大字河原角、西滝、東滝２１

白沼小中学校大字白子沢、沼沢１８
白子沢自治公民館大字白子沢２２
沼沢部落公民館大字沼沢２３

＊表中の投票所は予定です。（それぞれの選挙毎に決定されます。）



11

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

現代の冷蔵庫のような役割を果たしていた貯蔵穴。
炭化した縄文時代の栗がまとまって見つかった。

＝ 調 査 要 綱 ＝

女性を形どった人形が多く、安産祈願や子宝を願う
お守りのようなものとして作られたと考えられる。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏

や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入

し
た
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
が
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
急
速
に
変
わ
る
人
口
構
成

の
影
響
は
、
経
済
成
長
、
産
業
構

造
、
教
育
普
及
な
ど
社
会
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
お
り
、
あ
ら

ゆ
る
面
に
お
い
て
転
換
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
は
横
川

ダ
ム
の
建
設
促
進
や
工
業
用
水
道
、

斎
場
の
整
備
、
小
中
高
一
貫
教
育

の
研
究
開
発
な
ど
、
当
面
す
る
課

題
に
対
応
し
た
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
迎
え
た
新
年
は
、
行
財

政
改
革
を
一
層
推
進
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
「
自
立
を
可
能
と
す
る

地
域
づ
く
り
」
を
基
本
に
、「
地
域

資
源
を
活
用
し
た
産
業
づ
く
り
」

「
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の

舞
台
づ
く
り
」「
少
子
高
齢
社
会
に

対
応
し
た
暮
ら
し
づ
く
り
」「
い
き

い
き
と
し
た
小
国
人
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
く
た
め
の
各
種
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、本
町
の「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
〜
ぶ
な
の
森
温
身
平
〜
」
が

本
年
四
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
ま
す
の
で
、
本
町
の
暮
ら

し
を
支
え
て
き
た
独
特
の
生
活
文

化
を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
、

地
域
と
と
も
に
魅
力
あ
る
森
林
セ

ラ
ピ
ー
基
地
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
は
じ
め
、
関
係

各
位
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
更
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

遺 跡 名　下叶水遺跡
所 在 地　小国町大字叶水字下叶水
現地調査　平成１８年５月８日～１１月１７日
調査面積　５，９００平方メートル
調査種別　河川跡・集落跡
遺　　構　河川跡・土杭・ピット（柱穴など）
遺　　物　縄文土器・土偶・石器・石製品

小
国
町
長 

小
野 

精
一

新
年
を
迎
え

新
年
を
迎
え
てて

下
叶
水
遺
跡
発
掘
調
査
が
終
了
し
ま
し
た

　

下
叶
水
遺
跡
は
、
昭
和
五
十
三

年
度
に
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
確

認
さ
れ
た
遺
跡
で
す
が
、
こ
の
た

び
、
横
川
ダ
ム
貯
水
池
予
定
地
に

か
か
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
調
査
区
域
の
中

央
部
に
河
川
跡
が
見
つ
か
り
、
縄

文
土
器
、
石
器
、
土
偶
な
ど
多
く

の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、

河
川
跡
の
周
囲
に
は
、
縄
文
時
代

末
期
の
集
落
跡
や
墓
、
建
物
跡
な

ど
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
柱
が

あ
っ
た
後
な
ど
か
ら
、
住
居
な
ど

が
建
て
替
え
ら
れ
な
が
ら
、
約
五

百
年
間
に
渡
り
集
落
が
営
ま
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

催

し

催

し

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
教
室

■
日　

時　

１
月　

日
�
〜
２
月　

日

２０

１７

�
の
毎
週
土
曜
日
、
午
前
９
時　

分
３０

〜　

時　

分　

計
５
回
開
催

１１

３０

■
場　

所　

横
根
ス
キ
ー
場

■
対　

象　

小
学
生
（
予
定
人
数
低
学

年　

名
、
高
学
年　

名
）

３０

１０

※
小
学
１
年
生
の
参
加
は
、
保
護
者
同

伴
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
予
定
人
数

を
超
え
る
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
講　

師　

小
国
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
指
導

員
及
び
ス
キ
ー
指
導
技
術
を
有
す
る

か
た

■
受
講
料　

無
料（
保
険
料
５
０
０
円
）

■
申
込
期
限　

１
月　

日
�
午
後
５
時

１６

■
申
込
・
問
合
先　

町
民
総
合
体
育
館
へ

第
２
回
大
宮
ふ
る
さ
と
塾

■
日　

時　

１
月　

日
�

２７

　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

宮
の
森
会
館

■
内　

容

　

講
演
会「
産
屋
と
大
宮
の
む
ら
組
織
」

元
小
国
町
文
化
財
調
査
委
員

仁
科
清
實
氏

■
申
込
期
限　

１
月　

日
�

２４

■
申
込
・
問
合
先　

大
宮
ふ
る
さ
と
塾

実
行
委
員
長
小
関
（
�　

―
２
３
４

６２

８
）
へ

横
川
ダ
ム
と
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

■
日　

時　

平
成　

年
２
月
２
日
�

１９

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
か
ら

３０

■
場　

所　

ア
ス
モ
３
階
多
目
的
ホ
ー

ル

■
講　

師　

荒
関
岩
雄
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
水
環
境
北
海
道
専
務
理
事
）

■
演　

題

　
「
水
辺
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」（
仮
題
）

■
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

町
営
等
住
宅
の
入
居
者
募
集

▼
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

Ｃ
―
２
―
６　
　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

■
対　

象　

平
成　

年
の
世
帯
所
得
が

１７

月
額　

万
円
以
下
で
住
宅
に
困
っ
て

２０

い
る
か
た

▼
勤
労
者
住
宅
小
坂
町
１
号
棟

　

Ａ
―
２
０
１
号
室　
　

２
Ｋ

■
対　

象　

小
国
町
に
勤
務
さ
れ
て
い

る
か
た

■
募
集
期
間　

１
月
４
日
�
〜　

日
�

１２

■
入
居
時
期　

２
月
上
旬

■
敷　
　

金　

家
賃
３
カ
月
分

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

羽
越
水
害　

年
巡
回
パ
ネ
ル
展

４０

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
羽
越
水

害
か
ら
、
平
成　

年
８
月　

日
で　

年

１９

２８

４０

を
む
か
え
ま
す
。
こ
の
歴
史
的
な
災
害

の
教
訓
を
次
世
代
へ
伝
承
し
、
近
年
多

発
す
る
水
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
し
て
羽
越
水
害　

年
巡
回
パ

４０

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
貴
重
な
写
真
・

資
料
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

・
水
害
の
写
真
・
映
像

・
水
害
体
験
手
記
（
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙　

枚
以
内
）

１０

・
水
害
に
備
え
る
わ
が
家
の
防
災
ア

イ
デ
ィ
ア

■
期　
　

限　

１
月　

日
�

３１

■
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
、
一
言
コ
メ
ン
ト
、

応
募
を
知
っ
た
き
っ
か
け
を
記
載
し
、

郵
便
ま
た
は
宅
急
便
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

■
そ

の

他　

パ
ネ
ル
展
の
日
程
等
に

つ
い
て
は
「
広
報
お
ぐ
に
２
月
号
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
・
応
募
先　

村
山
・
置
賜
地
区

災
害
情
報
普
及
協
議
会
事
務
局

　

〒
９
９
０
―
９
５
８
０

募

集

募

集

相相 談談

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

年金相談

■日　時　１月２４日�
　　　　　受付　９：００～
　　　　　相談　１０：４５～
　　　　　　　　１４：３０
■場　所　役場町民相談室
■問合先　町民課へ

人権相談

■日　時　１月１９日�
　　　　　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■相談員　人権擁護委員
■問合先　町民課へ

なんでも労働相談ダイヤル

■期　間
　２月８日�～１１日�
■時　間
　午前９時～午後７時
但し１０日、１１日は午後５
時までとなります。
■相談料　無料
■対象者　パート、派遣、
契約労働者など働くかた
ならどなたでも
■電話番号　
　０１２０－１５４－０５２
■問合先
連合山形（�０２３－６２５－
０５５５）へ
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー今月の町長と語る日は１月２５日�です。
お気軽においでください。

　

山
形
市
成
沢
西
４
丁
目
３
―　
５５

（
�
０
２
３
―
６
８
８
―
８
４
２
１
）

へ米
坂
線
に
乗
っ
て
写
真
を
撮
ろ
う

　

米
坂
線
全
線
開
通　

周
年
を
記
念
し

７０

て
「
米
坂
線
に
乗
っ
て
、
米
坂
線
を
写

そ
う
！
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法　

小
国
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
役
場
ロ
ビ
ー
な
ど
に
設
置
し

て
い
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
に
添
付
し
た
も
の
を
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り　

１
月　

日
�

３１

■
応
募
・
問
合
先

　

〒
９
５
９
―
３
２
９
２

　

新
潟
県
岩
船
郡
関
川
村
下
関
９
１
２

　

関
川
村
役
場
内　

米
坂
線
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
事
務
局
（
�
０
２
５
４

―　

―
１
４
７
６
）
へ

６４
統
一
地
方
選
挙
の
提
言
募
集

　

私
た
ち
の
ま
ち
の
将
来
を
左
右
す
る

選
挙
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
る
提
言

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
文
字
数　

８
０
０
字
以
内

■
締
め
切
り　

１
月　

日
�

３１

■
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
（
学
校
名
、
学
年
）、
電

話
番
号
を
記
載
し
、
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
郵
送
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

入
選
作
品
は
３
月
下
旬
に

新
聞
に
掲
載
、
及
び
副
賞
と
し
て
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
合
先

　

〒
９
９
０
―
８
５
７
０

　

山
形
市
松
波
２
―
８
―
１

　

山
形
県
選
挙
管
理
委
員
会

　

s
e
n
k
a
n
i@
p
re
f.y
a
m
a
g
a
ta
.j

 
 
 
 
 
 
  
 
  
   
 
 
 
 
 
  
  p  

（
�
０
２
３
―
６
３
０
―
２
０
８
１
）

へ油
の
流
出
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

　

冬
期
間
は
暖
房
に
灯
油
を
使
う
機
会

が
多
く
な
る
た
め
、
不
注
意
な
ど
か
ら

河
川
に
油
を
流
し
て
し
ま
う
事
故
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
事

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
小
分
け
に
す
る

と
き
は
、
作
業
が
完
了
す
る
ま
で
絶

対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
落
雪
か
ら
給
油
管
を
保
護
し
た
り
、

給
油
管
の
場
所
を
常
に
わ
か
る
よ
う

に
し
て
お
き
、
破
損
の
防
止
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
は
傷
ん
で
い

な
い
か
、
灯
油
の
減
り
が
早
く
な
い

か
な
ど
、
定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

油
の
流
出
事
故
が
起
き
た
場
合
、
ま

た
は
発
見
し
た
場
合
は
、
早
期
に
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

指
名
競
争
入
札
参
加
申
請
を
受
付
ま
す

　

小
国
町
が
行
う
建
設
工
事
、
建
設
測

量
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
納
入
な
ど

の
指
名
競
争
入
札
の
参
加
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

２
月
１
日
�
〜　

日
�

２８

　

午
前
９
時
〜　

時
・
午
後
１
時
〜
４
時

１２

■
有
効
期
間　

平
成　

年
度
〜　

年
度

１９

２０

（
町
内
業
者
の
か
た
は
平
成　

年
度
）

１９

■
そ
の
他　

必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
電
話
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

公
的
年
金
等
の 

源
泉
徴
収
票
を
交
付
し
ま
す

　

老
齢
年
金
等
を
う
け
て
い
る
か
た
が

た
全
員
に
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
を
１
月
末
日
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

（
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
だ
け
を
受
給

し
て
い
る
か
た
は
除
き
ま
す
）
町
県
民

税
の
申
告
に
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い
よ

う
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

町
民
課
へ

高
額
療
養
費
貸
付
制
度

　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
高
額
療
養
費
の
払

い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
で
は
自
己
負
担
分
の
支
払
い
が
困

難
な
場
合
に
は
、
高
額
療
養
費
支
給
見

込
額
の
８
割
を
無
利
子
で
貸
付
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

医
療
機
関
か
ら
の
請
求
書
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
か
ん

■
問
合
先　

町
民
課
へ

１
月　

日
は
１
１
０
番
の
日 

１０

〜
１
１
０
番 
地
域
を
守
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〜

●
す
ば
や
い
通
報
が
犯
人
検
挙
に
つ
な

が
り
ま
す
。
事
件
や
事
故
を
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
１

１
０
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
１
１
０
番
は
緊
急
電
話
で
す
。
急
を

要
し
な
い
相
談
や
照
会
な
ど
に
つ
い

て
は
、
最
寄
の
警
察
署
ま
た
は
警
察

本
部
の
総
合
相
談
電
話
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
小
国
警
察
署　

�　

―
０
１
１
０

６２

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

�
０
２
３
―
６
４

２
―
９
１
１
０
へ
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

保健カレンダー 

場　　所対　　象受付時間乳幼児健診月日

健康管理センター
＊持ち物
母子健康手帳、問診票
（４カ月児、１歳児健
康診査は除く）

１６年６月～８月生まれ

１３：００～１３：１５

２歳児歯科健康診査２／７

１８年１０月生まれ４カ月児健康診査
２／２３

１８年２月生まれ１歳児健康診査

■問合先　健康福祉課へ

出産育児一時金の受取代理制度

●受取代理制度を利用できるかた
　次の要件を満たすかたです。

　�小国町国民健康保険の被保険者 
　�出産予定日まで１ヶ月（妊娠３６週以上のかた）以内であること
　　※他の健康保険から出産育児一時金が支給されるかたは除きます。
　　※国民健康保険税を滞納しているかたは、利用できない場合があります。

●受取代理の申請時期　出産予定日の１ヵ月前から

●受取代理の申請書　役場町民課にあります。

●持参するもの
国民健康保険証、母子健康手帳、印かん、口座番号
のわかるもの（郵便局を除く。）

●留意事項
・受取代理制度を利用するには医療機関等の承諾が必要になります。
・出産費用が３５万円に満たない場合は、出産費相当額を医療機関等に支払い、
残りの額は被保険者（世帯主）に支払うことになります。

■問合先　町民課へ

　小国町国民健康保険では、被保険者が出産したとき、３５万円の「出産育児一時金」
を支給しています。これまでは、出生届の際などに役場窓口で申請をいただき、申請
者に直接支給していました。
　平成１９年１月からはこれに加え、事前に申請することにより、小国町国民健康保険
から出産した医療機関等に「出産育児一時金」を支払う「受取代理制度」を利用でき
るようになりました。これにより、３５万円を超えた分のみを医療機関に納めることで
済む仕組みになりました。

国民健康保険からのお知らせ
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４
行政管理室�６２－２１１２　政策企画室・地域振興室�６２－２２６４　住民窓口係・町民生活係�６２－２２６０
国保年金係�６２－２２６１　税政管理室�６２－２４０３　出納室�６２－２４０６　農村経営室�６２－２４０８
地域産業室�６２－２４１６　業務管理室・住宅環境室�６２－２４３１　建設工務担当�６２－２４３２　議会事務局�６２－２４４８

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◇ありふれた魔法 盛田　隆二
◇レターズ・トゥ・ミー

アレックス・ロビラ
◇梅一夜 平野　洋子
◇現代語訳  般若心経 玄侑　宗久
◇藤沢周平  父の周辺 遠藤　展子
◇ちりめん細工季節のつるし飾り

井上　重義
◇はじめてのリースと花飾り 井越　和子
◇こちら北国、山の中 三上亜希子
◇大きな暮らしができる小さな家　

永田　昌民
◇数え方と単位の本  全５巻 飯田　朝子
※ほか多数入荷しました。

今月の休館日
１月１日～１月３日（年始休み）
１月８日（祝日）・１月１５・２２・２９日（月曜日）

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 
  
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら  

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　

１
月
９
日
、　

日
、　

日

１６

２３

子
育
て
講
座「
か
ら
こ
作
り
に
挑
戦
」、

　

日
、
２
月
６
日

３０
■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　

１
月　

日
、
２
月
１
日

１８

　

総
合
セ
ン
タ
ー　

　

１
月　

日
、　

日
、
２
月
８
日

１１

２５

　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

２
月　

日
�

１７

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
と
親
子

で
ゲ
ー
ム

■
申
込
期
限　

２
月　

日
�

１５

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
の
お

子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名

８：００～１７：００１８～５５建設作業員１０人� ア ー ネ ス ト

８：００～１７：００ほか不問警備員５人� 太 陽 警 備 保 障

９：１５～１７：００２０～５９営業３人アクサ生命保険�長井営業所

８：３０～１７：１５ほか不問介護員・看護師・調理員７人小 国 町 立 病 院

８：００～１７：００不問一般事務員・プラント運転手・運転手７人大 河 内 産 業 �

８：００～１７：００不問サービス・役務係２人ア ベ プ ラ ン ニ ン グ

８：００～１７：００不問土木施工管理技士２人� 船 山 工 務 店

８：００～１７：００不問土木施工管理技士１人� 斉 藤 建 設

８：３０～１７：００～３５グラフィックデザイナー１人� 加 藤 印 刷

８：３０～１６：４５ほか１８～４５マシンオペレーター７人� 井 上 製 作 所

９：１０～１６：５０２５～５５生命保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所

８：００～１７：３０ほか１８～４０ホールスタッフ２人�コンズカンパニー第一ホール小国店

９：００～１７：００２５～５５保険コンサル５人第一生命保険相互会社坂町支部

８：００～１６：３０ほか不問乗客・出札係８人お ぐ に 白 い 森 �

８：５０～１７：３０不問薬剤師１人電 興 �

８：００～１７：００不問鉄筋加工１人舟 山 鉄 筋

８：００～１７：００１８～４０電気工事２人ハ イ コ ー �

８：００～１７：３０不問販売・修理１人Ｋ－ＰＲＯＤＵＣＴＳ

８：００～１７：００不問交通誘導員２人� 村 上 警 備 保 障

９：００～１８：００ほか１８～３５販売員２０人�コメリ新潟地区本部

７：００～１７：００１８～４０スタンド従業員１人山 和 建 設 �

８：００～１７：００不問土木施工管理技士・重機オペレーター・
営業・土木作業員・４ｔユニック運転手９人� 横 川 建 設

９：００～１８：００３０～５０プログラマー２人�ティーズファクトリー

８：３０～１７：００不問生産技術２人� ス タ ッ フ サ ー ビ ス

９：００～１８：００不問機械設計２人�シーテック山形営業所

８：３０～１６：４０ほか不問半導体装置ＭＣ８人�技能育成センター郡山営業所

１７：００～２１：００ほか不問接客１人酒 味 庵 ま つ ば ら

２０：００～０：３０不問代行運転手２人� 小 国 タ ク シ ー

８：３０～１７：１５ほか２０～５０ホームヘルパー４人社 会 福 祉 法 人
小国町社会福祉協議会

９：００～１８：００ほか不問販売員３人�白い森よこね物産品直売所

９：１５～１８：１５ほか不問介護員３人特別養護老人ホームさいわい荘

　左の表は１２月１２日現在の新規求人
の内容です。無効になっている場合
もありますので了承ください。この
ほかの求人情報は、ハローワーク長
井（�８４－８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　雇用相談員が、雇用や労働に
ついての相談を受け付けていま
す。また、インターネットで、
町内から近隣市町村の求人情報
を検索できます。気軽に利用し
てください。
■雇用相談員による相談
（月・水・金）
※火・木は産業振興課職員が対
応いたします。（祝祭日を除く）
■相談時間　９：００～１６：００
■場　所
　役場正面玄関ロビー脇
■問合先　産業振興課へ

��������
��������
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人口のうごき 
人  口　男 … 4,700人（－6） 

女 … 4,981人（－2） 
計 … 9,681人（－8） 

世帯数 　　3,289世帯（＋6） 
平成18年11月30日 

誕生おめでとうございます。 

増 岡  
大 石 沢  
大 石 沢  
小 国 町  
松 岡  
古 田  
岩 井 沢  
幸 町  
小国小坂町 
新 屋 敷  
岩 井 沢  
岩 井 沢  
岩 井 沢  

(85) 
(92) 
(78) 
(77) 
(85) 
(74) 
(70) 
(75) 
(78) 
(59) 
(95) 
(82) 
(79)

米　野　新　弥 
　橋　のぶい 
川　 　省　三 
渡　部　　武 
渡　部　力　藏 
安　部　雅　世 
　丹　　三　郎 
渡　部　喜　嗣 
本　多　由　二 
和　田　善　吉 
　橋　ウ　ン 
坂　上　シカノ 
色　摩　吉　彌 

しょうた 

　 西 　  伊　藤　頌　太 
　豪 
雅　恵 （ 

か の ん  

幸 町  小　林　嘉　暢 
　昇 
純　子 （ 

こ う や  

緑 　 町  青　木　昊　埜 
　淳 
千　春 （ 

ゆ 　 ず  

兵 庫 舘  渡　部　優　杏 
一　紀 
佳代子 （ 

ゆう 

岩 井 沢  佐　藤　　有 
貴　夫 
詠　美 （ 

る　な  

小 国 町  五十嵐　琉　星 
朋　宏 
朝　子 （ 

結婚おめでとうございます。 

緑 町  
飯 豊 町  

雨　田　祐　二
安　部　美　紀 （ 

小国小坂町 
栄 町  

　東　　秀　人
齋　藤　由紀子 （ 

おくやみ申し上げます。 

そうじゅん 

小 国 町  小　畑　聡　洵 
直　之 
順　子 （ 

　今月は、生まれてくる赤ちゃんの両親になる
ための準備をする「両親学級」の参加者を紹介
します。

　「両親学級は全部で３回行われますが、私た
ちは初めての出産のため、ここで教わること
はどれも今まで知らなかったことばかりで、
とても勉強になります。本を買っていろいろ
と勉強をしているのですが、本には載ってい
ないことを教えてもらったり、人形を使って
の育児体験などがあり、出産に対する実感が
一層沸いています。
　今回はオムツの交換方法を勉強しましたが、
人形でも緊張してしまいました。お風呂を入
れる時、温度はどれくらいがいいのか、どん
な石けんを使ってよいのかなど全く分からな
いので、この教室でしっかり勉強したいと思
います。
　今、２人の話題の中心は、生まれてくる赤
ちゃんのことがほとんどです。出産がとても
待ち遠しいです。」

　　見川明さんと久美子さん夫妻（岩井沢）

　

今
年
は
亥
年
で
す
。
十

二
年
前
の
亥
年
を
振
り
返

る
と
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

な
ど
、
大
き
な
出
来
事
で

社
会
に
不
安
が
広
が
っ
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
干
支
は
古
来
中
国
か
ら

伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
イ

ノ
シ
シ
を
調
べ
て
み
る
と
、
中
国

で
は
福
を
も
た
ら
す
大
切
な
動
物

で
あ
る
と
し
て
、
亥
年
に
出
産
を

し
よ
う
と
計
画
を
す
る
人
が
多
い

そ
う
で
す
。
こ
こ
小
国
で
も
、
元

気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん
生
ま

れ
、「
広
報
お
ぐ
に
戸
籍
の
窓
」
が
、

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
で
い
っ
ぱ
い
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。（
舟
山
）
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